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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第33期

第１四半期
連結累計期間

第34期
第１四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 1,317,192 1,152,637 4,936,860

経常利益又は経常損失（△） (千円) 118,585 △12,855 281,881

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する四半期
純損失（△）

(千円) 63,209 △18,586 164,238

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 62,948 △16,662 160,949

純資産額 (千円) 3,180,252 3,167,196 3,278,259

総資産額 (千円) 6,428,580 6,501,379 6,545,773

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額（△）

(円) 8.04 △2.36 20.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.5 48.7 50.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 166,870 268,834 155,191

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △125,693 74,084 293,318

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △115,188 △ 91,422 △117,997

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,787,761 2,444,000 2,192,502
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期において当社グループは、引き続き研究開発活動に積極的に取り組んでまいりました。また、課題と

なっていた土木工事積算システムにおけるデータ処理リソースの不足を改善するため、これを専門に行う子会社を設

立するなど、ボトルネックの解消に取り組んでまいりました。しかしながら、主力製品である土木工事積算システム

『Gaia（ガイア）９』が、市場投入から５年目を迎えたことで、販売面での落ち込みが顕著となり、当第１四半期連

結累計期間における売上高は、前年同期に比して12.5％減少し1,152百万円となりました。

コスト面では、研究開発費や販売関連費用に積極的に資金を投入いたしました。一方で前期に行った寄付の特殊要

因が無くなったことから、販売費および一般管理費は28百万円減少いたしました。この結果、経常損失は12百万円

（前年同期は、経常利益118百万円）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損失は、18百万円（前年同

期は、親会社株主に帰属する四半期純利益63百万円）となりました。

 

セグメント別の概況は次の通りであります。

（建設関連事業）

建設関連事業につきましては、昨年９月に投入した工程管理機能付きASP型工事情報共有システム

『BeingCollaborationPM』の販売が伸びたものの、土木工事積算システムが減少したことから、当第１四半期連結

累計期間の売上高は、前年同期に比して17.2％減少し773百万円となりました。

これにより、当第１四半期連結累計期間のセグメント損失は22百万円（前年同期はセグメント利益85百万円）と

なりました。

 

（設備関連事業）

設備関連事業につきましては、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期からやや減少し379百万円（前年

同期比1.1％減）となりました。利益面では、販売関連経費等の増加により、当第１四半期連結累計期間のセグメン

ト利益は前年同期に比して65.5％減少し、15百万円となりました。
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(2)財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて33百万円減少し、4,963百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が269百万円増加し、受取手形及び売掛金が271百万円、有価証券が98百万円減少し

たことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて11百万円減少し、1,538百万円となりました。これは主に、のれんが5百

万円、繰延税金資産が7百万円それぞれ減少したことによるものです。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて44百万円減少し、6,501百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて51百万円増加し、1,527百万円となりまし

た。これは主に、前受収益が43百万円増加し、賞与引当金が104百万円減少したことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて15百万円増加し、1,806百万円となりました。これは主に、退職給付に係

る負債が14百万円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて66百万円増加し、3,334百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて111百万円減少し、3,167百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により18百万円、配当により94百万円そ

れぞれ減少したことなどによるものです。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より1.4ポイント下降し、48.7％となりました。

 

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて251百万円増加し、2,444百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は268百万円（前年同四半期は166百万円の増加）となりました。これは主に、売上

債権の減少額271百万円などの収入、賞与引当金の減少額104百万円などの支出があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により増加した資金は74百万円（前年同四半期は125百万円の減少）となりました。これは主に、有価証

券の償還による収入100百万円（純額）、定期預金の預入れによる支出17百万円（純額）、有形および無形固定資産

の取得による支出8百万円などがあったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は91百万円（前年同四半期は115百万円の減少）となりました。これは、配当金の支

払額91百万円によるものです。

 

(4)研究開発活動

当社グループの研究開発活動は、経営理念に基づき「お客様の求めるものを最高の形で提供すること」を基本方

針として、お客様に信頼される製品・サービスを提供すべく研究を重ねております。

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は57百万円であります。当第１四半期連結累計期間は、建設関連

事業において、土木工事積算システムを中心に研究開発活動を行いました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,257,600 8,257,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 8,257,600 8,257,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日
～

平成29年６月30日
─ 8,257,600 ─ 1,586,500 ─ ─
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 393,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,863,000
 

78,630 ―

単元未満株式 普通株式 1,100
 

― ―

発行済株式総数 8,257,600 ― ―

総株主の議決権 ― 78,630 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 59株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ビーイング

三重県津市桜橋１―312 393,500 ― 393,500 4.76

計 ― 393,500 ― 393,500 4.76
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、五十鈴監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次の通り交代しております。

第33期連結会計年度　　　太陽有限責任監査法人

第34期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　五十鈴監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,814,102 3,083,400

  受取手形及び売掛金 909,407 638,201

  有価証券 847,772 748,802

  商品及び製品 3,260 3,722

  原材料及び貯蔵品 5,955 6,034

  繰延税金資産 262,475 268,411

  その他 153,961 215,007

  貸倒引当金 △300 △300

  流動資産合計 4,996,635 4,963,280

 固定資産   

  有形固定資産 238,324 236,648

  無形固定資産   

   のれん 246,270 240,993

   その他 25,397 29,571

   無形固定資産合計 271,668 270,565

  投資その他の資産   

   投資有価証券 103,070 103,338

   繰延税金資産 498,821 491,179

   その他 439,254 438,369

   貸倒引当金 △2,002 △2,002

   投資その他の資産合計 1,039,144 1,030,884

  固定資産合計 1,549,137 1,538,098

 資産合計 6,545,773 6,501,379
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 120,579 147,248

  未払法人税等 28,638 3,286

  前受収益 843,309 887,097

  賞与引当金 205,936 101,403

  その他 278,007 388,882

  流動負債合計 1,476,471 1,527,917

 固定負債   

  退職給付に係る負債 546,771 560,999

  長期前受収益 1,240,071 1,240,785

  その他 4,200 4,480

  固定負債合計 1,791,042 1,806,264

 負債合計 3,267,514 3,334,182

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,586,500 1,586,500

  資本剰余金 197,982 197,982

  利益剰余金 1,580,278 1,467,292

  自己株式 △86,019 △86,019

  株主資本合計 3,278,742 3,165,756

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △1,043 762

  為替換算調整勘定 553 672

  その他の包括利益累計額合計 △489 1,434

 非支配株主持分 5 5

 純資産合計 3,278,259 3,167,196

負債純資産合計 6,545,773 6,501,379
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 1,317,192 1,152,637

売上原価 297,412 299,008

売上総利益 1,019,779 853,628

販売費及び一般管理費 895,611 866,717

営業利益又は営業損失（△） 124,168 △13,089

営業外収益   

 受取利息 2,061 353

 受取配当金 32 32

 雑収入 573 958

 営業外収益合計 2,667 1,343

営業外費用   

 支払利息 32 -

 障害者雇用納付金 380 800

 為替差損 7,734 308

 雑損失 102 1

 営業外費用合計 8,249 1,109

経常利益又は経常損失（△） 118,585 △12,855

特別損失   

 投資有価証券評価損 1,164 114

 特別損失合計 1,164 114

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

117,421 △12,969

法人税、住民税及び事業税 24,613 3,903

法人税等調整額 29,598 1,713

法人税等合計 54,211 5,616

四半期純利益又は四半期純損失（△） 63,209 △18,586

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

63,209 △18,586
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 63,209 △18,586

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △6,932 1,805

 為替換算調整勘定 6,671 118

 その他の包括利益合計 △260 1,924

四半期包括利益 62,948 △16,662

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 62,947 △16,661

 非支配株主に係る四半期包括利益 1 △0
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

117,421 △12,969

 減価償却費 8,876 7,809

 のれん償却額 5,277 5,277

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △50 -

 賞与引当金の増減額（△は減少） △97,811 △104,532

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 280 280

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,890 14,228

 受取利息及び受取配当金 △2,093 385

 支払利息 32 -

 投資有価証券評価損益（△は益） 1,164 114

 売上債権の増減額（△は増加） 108,093 271,209

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,039 △540

 仕入債務の増減額（△は減少） 19,733 26,669

 未払又は未収消費税等の増減額 16,604 14,044

 前受収益の増減額（△は減少） 64,742 43,787

 長期前受収益の増減額（△は減少） 17,575 713

 その他 36,925 28,562

 小計 299,622 295,039

 利息及び配当金の受取額 2,278 1,803

 利息の支払額 △32 -

 法人税等の支払額 △134,998 △28,007

 営業活動によるキャッシュ・フロー 166,870 268,834

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △216,400 △217,800

 定期預金の払戻による収入 200,000 200,000

 有価証券の取得による支出 △22 △3

 有価証券の売却及び償還による収入 700 100,350

 有形固定資産の取得による支出 △14,955 △2,255

 無形固定資産の取得による支出 △1,764 △6,421

 投資有価証券の取得による支出 △100,000 -

 敷金及び保証金の差入による支出 △293 △279

 敷金及び保証金の回収による収入 7,041 516

 その他 - △22

 投資活動によるキャッシュ・フロー △125,693 74,084

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △115,188 △91,422

 財務活動によるキャッシュ・フロー △115,188 △91,422

現金及び現金同等物に係る換算差額 △277 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △74,288 251,497

現金及び現金同等物の期首残高 1,856,021 2,192,502

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 6,027 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  1,787,761 ※１  2,444,000
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【注記事項】

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 
（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

現金及び預金 2,423,361 千円 3,083,400 千円

預入期間が３か月超の定期預金 △635,600 〃 △639,400 〃

現金及び現金同等物 1,787,761 千円 2,444,000 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月11日
取締役会

普通株式 117,960 15.0 平成28年３月31日 平成28年６月14日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日
取締役会

普通株式 94,368 12.0 平成29年３月31日 平成29年６月14日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ビーイング(E05052)

四半期報告書

13/18



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 933,790 383,401 1,317,192 ― 1,317,192

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

4,519 2,500 7,019 △7,019 ―

計 938,309 385,901 1,324,211 △7,019 1,317,192

セグメント利益 85,868 43,576 129,445 △5,277 124,168
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 773,486 379,150 1,152,637 ― 1,152,637

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,324 ― 2,324 △2,324 ―

計 775,810 379,150 1,154,961 △2,324 1,152,637

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△22,834 15,022 △7,811 △5,277 △13,089
 

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日

　　至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

8.04円 △2.36円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）
（千円）

63,209 △18,586

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）（千円）

63,209 △18,586

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,864 7,864
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成29年５月11日開催の取締役会において、平成29年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                94,368千円

②　１株当たりの金額      　                     12円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成29年６月14日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

株式会社ビーイング

取締役会  御中

 

五十鈴監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   安井　広伸   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   中出　進也   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビーイ

ングの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーイング及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

会社の平成29年3月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成28年8月8日付で無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成29年6月29日付で無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
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（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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